
(57)【要約】        （修正有）
【目的】  茶わんや、鍋洗い、トイレ掃除等に使用する
洗剤を提供する。
【構成】  洗浄したオレンジの皮をパック中で水と共に
熟成後、濾過して得られるエキスからなる洗剤。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  ミカンの洗浄。ザルに上げ水分を切る。
ミカンの皮と実を分ける。皮を１／４切りにして、だし
入り味噌の空いた物をあらかじめ奇麗に洗い、しづくを
取り、その中に１／４切にした皮を４個分をパックに入
れ、パックに水を入れ上から１糎空けてふたをする。毎
日１～２回押え箸でひっかきまわす事２週間－３週間作
品がねむる迄（やわらかく、水をふくみ、熟した柿の様
になった状態を示す）ひっかきまわす。約３ケ月間で完
成に至る。
【請求項２】  エキス…パックより皮を取り出し、布袋
でこす。こしたエキスを空ビンに入れ（ビンは奇麗な水
で洗浄し、かわかして使用）ふたをする。
皮…布袋でこした皮は、ふたつきのパックに入れておく
事。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】パレンシヤオレンジを買って生れ
て始めて食べるに至る。中味は、コクもあり、くせもあ
る。皮をむいてみても厚いし、つやのある事、油でぎと
ぎと光っているし、これこそは何かと思っている中に、
果物で危険が無く、消毒にもなるし、くさる事もない事
だし、これは、洗剤向きだと判断した。そこでついにと
りくみ完成に至らしめた。おちない汚れもおちるに至っ
たのである。
【０００２】コスト安く捨る物を生かす事で経済には、
０円である。
健康的…肌もいためず光っている。
自然の果物…危険性なし。
【０００３】
【従来の技術】従来に於ては、こげついたなべ，釜等又
は、さびついても、同様に（わらを小さくまとめ、水を
つけ）釜戸等で火をたき木をもやし、灰を作り、又は、
土や砂を用いて少々傷がついてもとれればよい。といっ
た具合で（                ）左記のしるしの物でそれ
ぞれの物をつけてみがいたものである。わらがなけれ
ば、遠くの田舎へ、町から時間をかけて買いにいく。今
の時代にして考えれば、不経済な話である。昔は、自分
の家の庭で火をたいたが、現代に生きるは、「火はたけ
ない。」近所の花や木が、かれるのでこごとが出る。現
代に生きるは、化学薬品，その他洗剤，石鹸、色々出て
いる時代である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
（１）ＷＣの便器の垂直になった部分の汚れ落しは、使
用しながら落したい為に、他の場所と異り、時間がかか
りすぎる。
（２）筆入り油液墨（筆ペン）を出してみようとして失
敗に終り、泣く。色々とりたいばかりに手当り次第にぬ
ってみたが無駄（両手まっくろ）。三日目にパレンシヤ

オレンジ洗剤でとれました（時間のかかり過ぎ）。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
（１）便器の件については、取りはずしをしてエキスに
ざんぶり漬けておき数日後太陽に干してこすってみる。
とれない部分は、又エキスに漬けておき、くり返す。早
目にとれる。
（２）墨をつけた両手は、毎日パレンシヤオレンジのエ
キスで茶わんを洗ったり、便所にいき手洗いの時、エキ
スをこした皮で奇麗に洗っている中に３日目の朝起出
て、両手が真白で不思議でしげしげと見入った。
【０００６】
【作用】日光（干す），酸（オレンジエキス＋こした
皮，ペーパー（はりつける），水（乾いたら水をや
る），空気（ふれる）
【０００７】
【実施例】
（１）便器のそうじ
借家に入り、ＷＣのそうじに何時も使用していた緑の薬
の器に入ったものを買って早速作ってみた。こすってみ
ても全然落ちない。真黒に汚れ仕方なく、ライポン液で
洗って落ちず、黄色の器に入ったＷＣ用薬をかけて、ご
しごしこすってみると一瞬の中に、岩の様に石の様にガ
サガサになってしまった。頭をかかえてもう一度薬の効
力を読んで他の物と混ぜてはいけないと書いてあるので
す。……
以前どんな薬を使用してだったのか全く困りはてた。さ
て悪い事はつながると云うが、便器一個買えばよい。は
て年金支払前で金はなし。折角切ったオレンジがあるの
だ生してみよう！！
便器にエキスをぬり台所用ペーパーをはり、ひどい所に
は、オレンジのこした皮をつけて垂直な場面が多い為に
苦労した。数日すると乾いてくるのでジョーロで水をか
け数日経過する頃少々茶色に、汚れがペーパーにのりう
つる感じでとれる事がわかった。一年経過する頃、粉白
い便器が顔を出しうれしくて又水をかける。
（２）筆入り油液墨（筆ペン）
筆ペンを短冊で書こうと買って来て急いで使用しようと
して大失敗、墨がどっと出て両手が真黒になった。急い
で、化粧石鹸で洗ってみる、落ちず。洗濯石鹸で落ち
ず。クレンザーで落ちず。ランポンで落ちず。マニキュ
ア用ベンジンで落ちず。真黒の手を見て悲しいのみ…
…。三日間どこにも行けず、仕方なく毎日オレンジで手
を洗い朝起出て手をみて真白になっているのです。「こ
んなに嬉しい事はない。」
【０００８】
【発明の効果】自然にとれる。傷をつけない。肌を荒れ
させない。生くさいもののにおいを消してくれる（魚貝
類，肉類）。エキスで洗えばマナイタの匂いも消える。
鉄なべさびとり、こげつき汚れ落し、化粧板，ステンレ
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ス台さびとり、便所そうじ、電熱器のさびとり、電気釜
の底の黒い熱を吸収する部分迄落す。茶ワン洗い、プラ

スチックの汚れ落し、便所の床板そうじ、地図を作らな
い（エキスで１年に１度ふく）。
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